
米沢市SDGｓプラットフォーム
（案）
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☑SDGsをキーワードとして、市内の企業、金融、団体等、多様な主体をつ
なぐ

☑大学と企業の連携やICTの活用により、市民の健康寿命の延伸や自然環境
の保全に繋げる事業の創出を目指す

☑SDGsになじみのない市民や企業などへの働きかけを通して、SDGsの取組
を拡大する

目的
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☑ 米沢市内に事業所等を置く

☑ SDGsの達成に向けて取り組んでいる

もしくは取り組みを始めようとする

企業・団体・個人・

小中学校、高校、大学等
（クラス単位、部署単位でも可とする）

※イメージ図については別紙を参照ください

プラットフォームの対象
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☑ 市からの情報や

多様な主体とつながることできる

☑ 対外的なPRをすることができる

☑ 自らの取組の意義を見出すことができる

登録者のメリット
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☑ 表彰制度による好事例の表彰

たくさんのちょっとした取組の見える化

☑ 連携する場の提供

ワークショップの開催等

☑ 対外的なPR

市広報・HP等を活用して市内外に米沢市の取

組をPRしていく

プラットフォームの取組
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☑ 応募開始時期

・令和３年度末頃

☑ 応募対象者
・SDGsの達成に向けて取り組んでいる方々

☑ 応募の方法
・メール等

☑ 表彰方法
・推進協議会委員の皆様が「いいな」と思った取組を表彰

表彰制度について
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☑ プラットフォームで実施する

事業の進捗管理・意見表明

☑ 表彰事業の表彰者の決定

☑ プラットフォームで実施する

事業を周りの皆様への周知展開

推進協議会とプラットフォームの関わり
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米沢市SDGsプラットフォーム
「米沢品質」AWARD

SDGsプラットフォームへの参画を依頼
確認書（１７のゴールから選択）

米沢品質向上運動は、まさにSDGs！

米沢市SDGs推進協議会推進協議会の役割
・PFで実施する事業の進捗管理・意見交換
・表彰制度における、表彰者の決定
・PFの取組を所属団体等へ周知展開

委員の
所属団体等

「TEAM NEXT YONEZAWA」
（約１８０団体）

米沢市のSDGsの取組に賛同する人、企業、団体が、
申請（宣言）により幅広くプラットフォームに参加

連携や交流の場を提供
各イベントを開催することで、プラッ

トフォームメンバー同士の連携や交流を
促し、新たなSDGsの実践へ

米沢市SDGs表彰制度
好事例、多様な取組を表彰
米沢市長賞 ○○賞 協議会特別賞など

※賞の名称、件数については検討中

プラットフォームの取組を
情報発信

表彰により受賞した事例や、プラットフォー
ムメンバーの取組を、ウェブページやSNS等で
幅広く情報発信。周知・普及を展開し、SDGsの
裾野を広げる

幅広く参加者を募集
→表彰制度実施により好事例を紹介

別紙


